
グループホーム「わが家」

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○地域密着型サービスとしての理念

　地域の中でその人らしく暮らし続けることを支
えていくサービスとして、事業所独自の理念を
つくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

　管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践
に向けて日々取り組んでいる

○家族や地域への理念の浸透

　事業所は、利用者が地域の中で暮らし続ける
ことを大切にした理念を、家族や地域の人々に
理解してもらえるよう取り組んでいる

○隣近所とのつきあい

　管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声を
かけ合ったり、気軽に立ち寄ってもらえるような
日常的なつきあいができるように努めている

○地域とのつきあい

　事業所は孤立することなく地域の一員として、
自治会、老人会、行事等、地域活動に参加し、
地元の人々と交流することに努めている

項　　目

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

1

2

毎日の支援の中で理念が実現できているか常日頃か
ら職員同士で意識しながら取り組んでいる　ケア会議
において理念唱和をし自覚を持ち実践に向け取り組
んでいる。

3

言葉で伝える機会は乏しいが、日々の暮らしの中でど
うしてここのホームはこういう理念なのかを伝えるよう
にしている。御家族には『主人公』になるにはたくさん
リスクがあることを伝え一致して了承されている。

4

一歩外に出れば誰でも挨拶してくれ、こちらから先に
声をかける努力は惜しまない。本当の意味で自然な
おつきあいの距離感があり率先して敷居を低くする努
力をしている。

05
公民館行事、地区の会合には声をかけて頂く限りは
積極的に参加しており、そこでどのような支援が必要
なのか伝える努力をしている

○ 関り方は皆違い、年月をかけて融和していった成果で
あると理解している。

0

２．地域との支えあい

その『主人公』があなたという観点ではなく、あくまでも
そこに暮らす方々の主張であるということを忘れない
ようにしている。

地域にむけた取り組み方は日頃の暮らしにより判断し
ていただくしかないが、完全に浸透していくには更なる
努力が必要

○
ホームに初めて接する方々には(新入所者・新職員・
地域の方等)必ず伝え、それによりケアがどのような方
向に向かっているのか周知している

○

『どんなときでも　私が主人公』と職員全員で作り上げ
た理念を、一人の人間として当たり前の暮らしを当た
り前に送る事ができるように掲げている。

○

自己評価票

1 株式会社福祉経営サービス研究所 サービス評価推進室
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取り組みの事実
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○印
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項　　目

○事業所の力を活かした地域貢献

　利用者への支援を基盤に、事業所や職員の
状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮らしに
役立つことがないか話し合い、取り組んでいる

○評価の意義の理解と活用

　運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部
評価を実施する意義を理解し、評価を活かして
具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向上
に活かしている

○市町村との連携

　事業所は、市町村担当者と運営推進会議以
外にも行き来する機会をつくり、市町村とともに
サービスの質の向上に取り組んでいる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、地域権利擁護事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、必要な人にはそれら
を活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内で虐待が見過ごされることがないよう注意
を払い、防止に努めている

３．理念を実践するための制度の理解と活用

国のモデル事業を町から委託され、認知症ケアに関
する地域への発信基地として地域活動にも積極的に
参加している。

取り組みはできているが、まだまだ理解が足りないと
ころも改めて分かった。

関連法に関しては細部にわたり学ぶ機会を設ける必
要がある。

各スタッフの理解度は決して高いものではないと考え
られる為、学ぶ機会を設けた。

○ この評価が終了したら、早速一項づつ精査していきた
い。

とても良い関係が保てているのではないかと思うし、
担当者が変わっても協力的であり敬意を表したい程で
ある。

○

6

『安心こどもみまもり隊』に参加し登下校時にできるだ
け子供たちに安心して歩道を歩く事ができるようゴミ
が落ちていない道を作る。日中独居の高齢者宅を訪
問している。　地域診療所の祝賀会を主催し、より地
域の密着力を高める努力をしている

○

7

以前の内容から多くの変更点があり、改善していかな
ければならない点や、実情が客観的に理解でき検討
し取り組みやすくなった事を理解しており、自己評価も
職員全員で取り組んでいる。

○

11
普段のケアの中から何が虐待にあたるのか確認する
機会を持ち、検討会を設け日々のケアに活かしてい
る。

○

8

構成員からの意見をそのままフィードバックし、ｻｰﾋﾞｽ
の質の向上に取り組んでいる。しかしながら、懸案事
項を協議してもらう事が少ない為、まだまだ活かせる
部分はあると思う

9

地域包括支援センター・保健福祉課担当者と情報を
密に取り合い、 新の情報、町内の動向、認知症に
関する情報共有を常に図っており、当ホームが１番の
よりどころとなるよう向上に努めている。

○

10
現在のところ身元引受人がいるため、必要としない現
状であるが、今後の新規入所者で対象者があるよう
ならば積極的に制度の活用をすすめる。
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○印
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項　　目

○契約に関する説明と納得

　契約を結んだり解約をする際は、利用者や家
族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

　利用者が意見、不満、苦情を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○家族等への報告

　事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、
金銭管理、職員の異動等について、家族等に
定期的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

　家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

　運営者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させている

４．理念を実践するための体制

今後においても、入所における 大限の不安を 小
限におさめることができるよう注意を払う必要がある。

13

個人が安心して話す事のできる環境を整え、適切な
環境においてじっくり聞く事ができるよう努めている。
ホーム内での生活で完結することなくインフォーマル
なサービスを利用することにより、多くの『耳』を配置で
きるよう努めている。

○
訴えや、意見を表現できない・表現をすることが難しい
方々の非言語コミュニケーションから探ることも日常か
ら鍛錬している。

12

事務的に完結することなく、一項づつ疑問がないか確
認し説明・同意を得て、起こりえるリスクを理解しても
らう努力をしている。契約上の改訂については、一方
的な変更はせず十分な話合いと期間を経て行うことに
努めている

○

0

15

率直な御意見は頂けていると思うが、まだまだ遠慮さ
れている部分もあると感じる。苦情に関しては管理者
へ直ぐ話して頂けるので有難い。外部へはどのように
発信していただいているのかは分からないが寄せら
れた情報を日々のケアに反映させている。

○ 職員の顔と名前が一致できないとのことで、どのよう
にPRする方法がいのか検討している

14

面会時、生活上の特筆するべき事態のとき等、積極
的に報告するよう意識している。金銭管理に関して
は、大小に関らず身元引受人において金銭出納帳の
ﾁｪｯｸを頂き、毎月ごとの詳細コピーを送付している。

0

運営者と直接の機会は少ないが、みな遠慮することな
く管理者には職員は話している。管理者は運営者に対
して意見を述べ、それを運営者は聞き入れる体制があ
る。

16
常にそのような話題は現場で話され、一方通行な体
制にならないよう個々の意見を大切に考え、良いもの
を取り入れることが大事であると考えている。

○
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（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○柔軟な対応に向けた勤務調整

　利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟な
対応ができるよう、必要な時間帯に職員を確保
するための話し合いや勤務の調整に努めてい
る

○職員の異動等による影響への配慮

　運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員
による支援を受けられるように、異動や離職を
必要 小限に抑える努力をし、代わる場合は、
利用者へのダメージを防ぐ配慮をしている

○職員を育てる取り組み

　運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成
するための計画をたて、法人内外の研修を受
ける機会の確保や、働きながらトレーニングし
ていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　運営者は、管理者や職員が地域の同業者と
交流する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの質
を向上させていく取り組みをしている

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

　運営者は、管理者や職員のストレスを軽減す
るための工夫や環境づくりに取り組んでいる

離職率は低い。法人本部は家族や入居者との信頼関
係を築くためにも馴染みの職員が引き続きケアにあた
ることができるよう人員配置をしている。

○
『馴染みの関係』には十分配慮し、代替になる場合に
はダメージを想定しながら適材適所の配置に努めて
おり、入居者にも理解ができるよう説明する機会を必
ず設けている。

18

17

外泊時、帰省時には微調整や増員体制をその時々に
おいて行っている。個々の変則勤務調整は大変なが
らも、状態の変化に対応できるような職員体制になっ
ている。

○
法人本部との連携により、突発的な対応もできる体制
になっている。特に人数さえそろえば良いということで
はなく、日頃から関係のできている職員が対応してい
る。

19

法人内においては同職種間の研修体制・検討会等を
推進しており、上司からのアドバイスが刺激になって
いる。外部の研修に関しては各々の習熟度から判断
し、あらゆる機会に参加できるよう雇用形態に関らず
参加できる機会を設けている。

○ 研修に参加した職員の成果や、学んだ事を発表し共
有できる体制をつくっている。

他事業所からの研修受け入れや、雑誌・メディア取材
をきっかけに質の向上に一層意識を向けている。

21
職員間においては気兼ねなく話したり、親睦は深めて
いると思うが、運営者側から積極的に想いが伝えられ
る環境づくりを事実感じていないのが現状である。

○
大事なときにはいつでも 大限協力してもらえる体制
は整備されている。　職員が何に対して日頃ストレスを
感じているのか、そして軽減できるのか考えていきた
い

20
圏域のグループホームがネットワークし、相互の研鑽
の場となるよう管理者が世話人となり近隣のグループ
ホームと２ヶ月に一度勉強会を開いている。

○

５．人材の育成と支援
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項　　目

○向上心を持って働き続けるための取り組み

　運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を持って
働けるように努めている

○初期に築く本人との信頼関係

　相談から利用に至るまでに本人が困っている
こと、不安なこと、求めていること等を本人自身
からよく聴く機会をつくり、受けとめる努力をして
いる

○初期に築く家族との信頼関係

　相談から利用に至るまでに家族等が困ってい
ること、不安なこと、求めていること等をよく聴く
機会をつくり、受けとめる努力をしている

○初期対応の見極めと支援

　相談を受けた時に、本人と家族が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス
利用も含めた対応に努めている

○馴染みながらのサービス利用

　本人が安心し、納得した上でサービスを利用
するために、サービスをいきなり開始するので
はなく、職員や他の利用者、場の雰囲気に徐々
に馴染めるよう家族等と相談しながら工夫して
いる

身元引受人の話だけではなく、近親者に聞ける状況な
らばできうる限り情報を集める努力をしていきたい。

25
相談を受ける時には、切羽詰っている状況が多い。満
床にかぎって相談が続いたこともあったが、町内の他
のグループホームへ紹介をした。

ショートステイ・自主事業の日帰りサービスとニーズに
沿えるよう日頃から様々なケースに対応できるよう取
り組んでいる。

0

○

0

26

日中のみ、夜間のみ、ショートステイとその方が馴染
めるようにどんなバリエーションも揃えている。急遽対
応が迫られた時は、家族の方の協力を得ながら馴染
めるよう努めている。

○

24
家族の困っている事を本人の思いとは区別し、そこに
どのような疲労や、困憊があり至っているのかを収集
し、労をねぎらうことに努めている。

法人内の給与形態がグループホームにおいて日頃の
向上心と専門性のある職種であると判断され改訂され
た。各自、次への目標ができている。

23

必ず、本人の訴えやすい環境で聞く機会を設け、主訴
はどこにあるのかまず聞き、受入れることを 重要と
考える。在宅サービスを利用されているなら、その利
用中に関係が築けるものなら早い段階で調整を図っ
ている。

○
相談の段階は、管理者が関っている。利用に至るまで
は担当のケアマネジャー・サービス事業者と密に情報
交換をしている。

22
運営者(課長)も直接支援に当たることで現場職員の
状況把握はされていると思う。 ○

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応
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グループホーム「わが家」
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項　　目

○本人と共に過ごし支えあう関係

　職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、本
人から学んだり、支えあう関係を築いている

○本人を共に支えあう家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を支えてい
く関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

　これまでの本人と家族との関係の理解に努
め、より良い関係が築いていけるように支援し
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努めて
いる

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合え
るように努めている

0

29

ホームだけの生活だけで完結してしまうのではなく、
外出・外泊・帰宅と日常的に行われ、お互いに適度な
距離を保ち、日頃から家族関係を無理なく継続できる
ようグループホームの役割を考えている。

○
年間の節目にとらわれる事もなく自由に、外出・外泊
ができ、また家族もホームに宿泊され温かい関係がで
きている。

28
些細な事でも情報を共有することを心がけ、関係を断
ち切ることなく本人を支えていけるよう努めている。 0

職員がフォローされる場面をあえて作り出し、日常的
に声かけやきっかけの工夫をしている。

27
『家族の一員』であることから、支えあいながら生活を
送っているという気持ちが双方にあるのだと日々感じ
ることができるよう取り組んでいる。

○

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

入所前に楽しみで通っていた通所介護施設へはその
まま通いつづけられていたり、自宅にはなかなか行け
なかった友人が訪ねて来てくれたりと継続的な支援が
できている

31

入居者同士のよい関係は見守り、トラブルになりそう
な関係は事前に職員が黒子となるよう努めている。ま
た、日々感情が変化することもあり普段からの観察を
大切にしている

○ 自然にお互いで助け合う心があり、ひとつの『家族』と
いう関係がわが家を形成している

30

生活圏域がさほど広くないが故、馴染みの場所と関
係はいまだに切られていない。それは人においても同
じであり地域性を活かした支援が可能である。入所で
きたから叶えられたという事がもっと増えるようにと努
めている

○
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グループホーム「わが家」

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用（契約）が終了しても、継続的な
関わりを必要とする利用者や家族には、関係を
断ち切らないつきあいを大切にしている

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位に
検討している

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状を総合的に把握するように努
めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映した
介護計画を作成している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

センター方式を、ケアマネジメントのツールとして考え
ていたが、これからはケアの羅針盤となるような仕組
みを試行している段階である。

季節的な要素に左右される場合があるとき等は過去
も参考にし、次へのリズムのヒントになるよう細かい部
分を発見している。

36

35

その方の生活ペースを見出し『できること』『今はやっ
てないけどもしかしたらできること』に着目し、現在有
する力を見極めるよう個々の毎日の介護記録を活用
しながらその方を知る努力をしている。

○

本人がよりよく暮らしていけるようヒントを日常から把
握するようにし、担当者を中心に様々な視点から意見
交換をする機会をつくっている。家族においては個別
に訪問し、その方が主人公になるよう協力をしてい
る。

○
アセスメントツールから介護計画への導入について、
新しい発見が見つかり今後更新時から取り入れるべく
検討をしている。

日常の会話の中からの何気ない一言や、ふとした時
に出てくる言葉に着目している。その発言や思いをそ
の方の主張としてとらえるようチームで検討している。

○

34

初回の相談時から、担当のケアマネジャーから詳細
の情報をあらかじめ収集している。実際に関われるよ
うになれば、その在宅での状況、今までのサービス利
用事業者、その方を取り巻く身内の方等からセンター
方式を活用し把握するよう努力している

0

032
入院された方の所へ面会に行くことはできていたが、
今後契約終了された方の家族等にもアドバイスをい
ただく機会も考えていきたい。

0

0

33
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グループホーム「わが家」

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○現状に即した介護計画の見直し

　介護計画の期間に応じて見直しを行うととも
に、見直し以前に対応できない変化が生じた場
合は、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
現状に即した新たな計画を作成している

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、情報を共有しながら実
践や介護計画の見直しに活かしている

○事業所の多機能性を活かした支援

　本人や家族の状況、その時々の要望に応じ
て、事業所の多機能性を活かした柔軟な支援
をしている

○地域資源との協働

　本人の意向や必要性に応じて、民生委員や
ボランティア、警察、消防、文化・教育機関等と
協力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

　本人の意向や必要性に応じて、地域の他のケ
アマネジャーやサービス事業者と話し合い、他
のサービスを利用するための支援をしている

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

３．多機能性を活かした柔軟な支援

0

長い期間入所されていて安定期の方について志向型
プランの見極めに今後どう組み立てていけばよいのか
検討中である。

038

個別記録は時系列で記入してあり、実践や気づきが
記録されてあり、その方の 新の状態が一目瞭然と
なっている。職員間で共有できるようにしてあり勤務前
には必ず目を通している。家族にはいつでも閲覧でき
るようになっている。

37
状態の変化・要望があればその都度修正し、継続し
たほうが良い点、改善したほうが良い点をケアカン
ファレンスを活用し行っている。

○

39

家族の介護負担を軽減するため、家族が宿泊し交流
する場を作ったり、制度外で独自の日中通所を受け
入れ安心して暮らし続けることができるよう常に考え
ている。

○
近所の高齢者世帯の困りごとには電話一本で駆けつ
けたり、日中独居高齢者には、安否確認も含めた訪問
やお招きを常に考え、閉じこもりにならないよう地域の
よりどころとなれるよう柔軟な対応をしている。

ボランティアという括りでお願いはしていない。この地
域で暮らすにはどのような関わり方がいいのか徐々に
近隣者の理解が得られてきている。

41

入所前から利用していた通所介護で馴染みの関係が
できていた方には事業所と連携をとり馴染みの関係
の継続に協力を得ている。美容院に関しては店員の
理解があり全面的な支援がある。

○
地域において何が協力できるのかも常に考え存在を
アピールする事も忘れずにいる。お願いする事と同じく
らいお願いされるようになれるように日々努めている。

40

災害に関しては地域防災協定を結び、防災訓練には
必ず地域・消防団が駆けつけてくれる関係作りをし
た。消防署の立ち入り検査時や救急救命講習時に消
防機関にできうる限りの情報を公開し調査にも協力し
ている。

○
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グループホーム「わが家」

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○地域包括支援センターとの協働

　本人の意向や必要性に応じて、権利擁護や
総合的かつ長期的なケアマネジメント等につい
て、地域包括支援センターと協働している

○かかりつけ医の受診支援

　本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

○認知症の専門医等の受診支援

　専門医等認知症に詳しい医師と関係を築きな
がら、職員が相談したり、利用者が認知症に関
する診断や治療を受けられるよう支援している

○看護職との協働

　利用者をよく知る看護職員あるいは地域の看
護職と気軽に相談しながら、日常の健康管理や
医療活用の支援をしている

○早期退院に向けた医療機関との協働

　利用者が入院した時に安心して過ごせるよ
う、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。あるいは、そうした場合に備えて連携してい
る

○重度化や終末期に向けた方針の共有

　重度化した場合や終末期のあり方について、
できるだけ早い段階から本人や家族等ならびに
かかりつけ医等と繰り返し話し合い、全員で方
針を共有している

要介護認定調査時においても、積極的に保健師の訪
問があり実情の把握に努めている。国庫補助事業の
受託により、認知症地域支援体制の構築に一層力を
入れている現状である。

43

小さい町であり少ない医療機関であるため、主治医の
変更はほとんどない。緊急対応や必要である場合の
往診も可能なかかりつけ医と良好な関係を保ってい
る。

○
患者と医師というだけの関係を飛び越え、人間関係を
大事にした関わりを常にお互いで意識し、病症にとら
われない関係を持ち、些細な情報もやりとりするなか
での支援方法をお互いで理解している。

42

運営推進会議の参加はもちろんながら、地域の他事
業所との均衡を図るうえでの重要な役割も担ってくれ
ている。日頃から受託事業の連携があるため情報交
換をこまめに行っている。

○

今後、主治医に『認知症サポート医』になる期待をよせ
ており、受託事業にある『もの忘れ外来』設置に関して
も前向きである。医療と介護の連携が大事であること
を常にお互い理解している。

45

その方自身をよく知る看護師を配置し、医療連携体制
を整備している。急変・特変時はもとより日頃からの
情報共有を図り、確実な支援が確立されている。かか
りつけ医の看護師においても同様の協力体制があ
る。

0 0

44

現在の主治医が脳外科医師であり、診断の経過や治
療の方針、ケアの方向性や予見など様々な角度でア
ドバイスがもらえ、HDS-R等の検査も定期的に行い
フィードバックしながらの支援もできている。

○

今後も同様に連携を図っていきたい。

47

看取りに関する指針を作成し、契約時に説明をしてい
る。状況により、様々な想いも交錯していくことも予想
されるため、その時々に応じた支援になるように安心
できる話し合いができる体制を心がけている。

○
かかりつけ医の協力体制もできているので、スタッフ
のターミナルケアについての教育もより力を注いでいく
ことも必要である。

46

医療相談室のケースワーカーと密に連絡を取り合い
早期退院にむけて調整を図っている。看護計画が立
案される際に、退院後のダメージが 小限に抑えられ
るよう病院関係者も含めて退院に向け取り組んでい
る。

○
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グループホーム「わが家」

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

　重度や終末期の利用者が日々をより良く暮ら
せるために、事業所の「できること・できないこ
と」を見極め、かかりつけ医とともにチームとし
ての支援に取り組んでいる。あるいは、今後の
変化に備えて検討や準備を行っている

○住み替え時の協働によるダメージの防止

　本人が自宅やグループホームから別の居所
へ移り住む際、家族及び本人に関わるケア関
係者間で十分な話し合いや情報交換を行い、
住み替えによるダメージを防ぐことに努めてい
る

○プライバシーの確保の徹底

　一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるよう
な言葉かけや対応、記録等の個人情報の取り
扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　本人が思いや希望を表せるように働きかけた
り、わかる力に合わせた説明を行い、自分で決
めたり納得しながら暮らせるように支援をしてい
る

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

○
言葉の引き出し方を全員で共有し、意図する方向へ
自然と向いていくことを念頭に置き『わかる力』を常に
推し測りながら支援するよう努力している。

50

51

一見プライバシーだからと片付けられてしまうことも、
本人の家としては成立するであろうという観点も忘れ
ずにいる体制ができている。

何時いかなるときにおいても、守秘義務を怠ることの
ないよう、日々喚起している。他者の前での羞恥心の
ない声がけには細心の注意をすることはもちろん、そ
の方々と状況に即した対応を常に心がけている。個
人情報保護法の勉強も取上げていく必要もある。

○

『○○しましょう』に重点をおかず、『○○ですがどうし
ましょうか』と必ずその方自ら物事を決められるような
声がけをこころがけている。必ず主人公になる場面を
つくるように支援を行っている。

0

49
居所が変わっても、その方を中心に取巻く人的環境
や社会資源が希薄にならないように以前の生活暦が
継続できるような支援を行っている。

○ 特に入所前の情報収集は入念に行い、ケアマネ
ジャーには理解頂いている。

48
家族や本人の思いを大切にし、そこにどう関わり取り
組んでいけばよいか検討している。急変時の対応は
かかりつけ医と連携をし、変化に対応できる。

0
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グループホーム「わが家」

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日をど
のように過ごしたいか、希望にそって支援して
いる

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援し、理容･美容は本人の望む店に行け
るように努めている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

○本人の嗜好の支援

　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たばこ等、
好みのものを一人ひとりの状況に合わせて日
常的に楽しめるよう支援している

○気持よい排泄の支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かして気
持ちよく排泄できるよう支援している

54

一日に三度ある食事の機会を 大の社交場としてと
らえ、それぞれの方の得意なところを無理強いせず、
調理や片付けに関われる時間がたくさんある。笑いあ
り和やかな雰囲気でスタッフのせわしない動きもなく
出来上がらないと食べられないという全員参加であ
る。

職員の決まりが誰にとっての決まりなのかを必ず考え
ることで、日々の暮らしのうえで障害になっていること
を発見している。

○

和洋さまざまな嗜好があるためバランスよく望まれる
物を楽しむことが出来るよう努めており栄養バランスも
今後注意していきたい。

55

スタッフは個々の好みの物を把握しており、買物に
行った時には好きなものを買うことが出来る。健康に
留意しながら飲酒について特別な日にという制限はな
い。

○

○

寝巻きから着替える時から本人の選んだ物を尊重し
ている。場合によって支援をする程度である。入所前
からの行き付けの美容室や床屋があり、そこへ送り迎
えをしている。美容室は協力体制があり本人のペース
や要望をうまく引き出してくれている。

0 0

今の取り組み方を今後も継続していきたい。

53

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

52
その方それぞれの主人公があり、体調をみながら心
ゆくまで達成感や満足感に重きを置いて可能な限り
支援を行っている。

056

入所前にオムツの使用をしていた方も入所後はオム
ツ使用を止め、現在使用している人はいない。個々の
排泄パターンをチェックから知りトイレで排泄すること
を重点においている。羞恥心に配慮し、さりげなくトイ
レへ誘うことが出来ている。

0
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グループホーム「わが家」

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○入浴を楽しむことができる支援

　曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわ
ずに、一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て、入浴を楽しめるように支援している

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、安心して気持ちよく休息したり眠れるよ
う支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、
楽しみごと、気晴らしの支援をしている

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

○日常的な外出支援

　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりの
その日の希望にそって、戸外に出かけられるよ
う支援している

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

57

毎日入浴をしている。おおまかな順番は日によって決
まっているが臨機応変に入れ替わったりお互いで譲り
合いトラブルが起きない。限界まで待ち、時間も本人
の満足いくまでくつろげるよう支援している。ほぼ夕方
から入る。

○ 体調により困難な場合、足浴や清拭等を行い安眠に
向けた支援を今後も継続していきたい。

0

59

生活歴を活かして、その方自身の力を十分に発揮し、
ホームで生きていくうえでの役割が出来るような支援
を心がけている。必ず労をねぎらいながら行ってい
る。年に数回の行事が楽しみになれるよう常にその
方々と決めている。

○
まだまだ潜在的なニーズがあるだろうと常に考え、そ
の方の表情の変化や自分らしくいられる喜びを見つけ
ていきたい。

58

休息することにもちろん制限はないが、昼寝が長くな
りすぎないよう日中から生活リズムをつくり、本来のそ
の方のリズムを大事にしている。寝付けない時は個別
に対応し、その方の入眠に至るまで寄り添っている。

0

0

61

ほぼ毎日、食材料の調達へ出かけている。徒歩もあ
るし、車でも行ける。風景を見ることにより四季を肌で
感じることができる絶好の機会ととらえている。一歩外
に出ると地域の方が当たり前にいて自分たちも当たり
前に挨拶できることがとてもいい機会である。

○ 児童の通学路へは天気がさえ良ければ毎日ゴミ拾い
に出かけることが習慣になっている。

60

持ちたい・管理したいという方にはお任せしており、買
物時は自分で財布を持ち出して出かけている。自分
で金銭を払い、足りなくなれば相談するといった関係
を重要視している。管理が出来なくても、小額の支払
いをする場面に払えるような体制もある。

0
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グループホーム「わが家」

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○普段行けない場所への外出支援

　一人ひとりが行ってみたい普段は行けないと
ころに、個別あるいは他の利用者や家族ととも
に出かけられる機会をつくり、支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしている

○家族や馴染みの人の訪問支援

　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人たち
が、いつでも気軽に訪問でき、居心地よく過ご
せるよう工夫している

○身体拘束をしないケアの実践

　運営者及び全ての職員が「介護保険法指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」
を正しく理解しており、身体拘束をしないケアに
取り組んでいる

○鍵をかけないケアの実践

　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関
に鍵をかけることの弊害を理解しており、鍵を
かけないケアに取り組んでいる

（４）安心と安全を支える支援

職員自らも楽しんでおり、これからもいろいろな所への
機会を作っていきたい。

63

事業所の電話という固定観念ではなく、みんなの家の
電話であることから、かけるのみではなく受けることも
ある。利用できる方はしたい時に、ダイヤルのみでき
ない方には、とりつぎのみを支援し、自由に話せるよ
う配慮している。

0 0

62

地域の行事の参加や、季節に応じた見どころへの外
出はその日に決まっても小人数ならではのフットワー
クで可能になっている。車でちょっとした買物へ出る際
も目的外の場所へも行けてしまう。

○

0

65

何が身体拘束にあたるのかを理解し、実践している。
身体はもとより、精神的な拘束もどんなことが当ては
まるのか改めて振り返る機会を設け、共通の認識とし
ている。

0 0

64

いつでも・誰でも気軽に玄関から訪問される。『敷居は
低く』をモットーに地域性の利点を活かし気軽に訪ね
てきてくれている。面会時は居室にて周りの人に気兼
ねなく過ごしている様子である。

0

鍵をかけては行きたいところにも行けない、訪問する
方も不便と、良いことは何もないという意識がある。自
由な暮らしというか当たり前のこととして捉えている。

66

元来、鍵をかけなくてはならないという考え方は一人
としてなく近隣もその重要性に理解をしている。深夜
においてのみ施錠をしていることもあるが施錠の徹底
は喚起していない。センサーもなく、ごく自然の住宅と
同様である。見守ることを重視している。

○
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グループホーム「わが家」

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○利用者の安全確認

　職員は本人のプライバシーに配慮しながら、
昼夜通して利用者の所在や様子を把握し、安
全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

　注意の必要な物品を一律になくすのではなく、
一人ひとりの状態に応じて、危険を防ぐ取り組
みをしている

○事故防止のための取り組み

　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防ぐ
ための知識を学び、一人ひとりの状態に応じた
事故防止に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備え、全ての
職員が応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行っている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を身につけ、日ごろ
より地域の人々の協力を得られるよう働きかけ
ている

○リスク対応に関する家族等との話し合い

　一人ひとりに起こり得るリスクについて家族等
に説明し、抑圧感のない暮らしを大切にした対
応策を話し合っている

67

必ず、その方々と行動を共にしているため全員の様
子を気にすることが出来ている。構造的に恵まれても
おり、個々のプライバシーも守られるよう対応ができて
いる。

0 0

0

69

一度起きてしまったことは二度と繰り返すことのないよ
う、ヒヤリハット記録を活用し、原因を検討しと再発防
止に努めている。一人ひとりに予測される事態を理解
し、常に共通認識を持っている。

0 0

68

危険であると考えれば、すべてのものを取り除かなけ
ればならないという意識がスタッフ全員にあり、生活を
する上での当たり前のものは当たり前に存在してい
る。リスクが伴う物に関しては保管場所・個数を把握し
ている。

0

いざ対応となったときにあわてることがないよう、定期
的に勉強会等も検討している。

71

合同防災訓練・自主避難訓練は入居者と毎年行って
いる。地域防災協定を地域と締結しており、先般の大
地震の際もいち早く地域の目が届いている。地域の
消防団により消火器・消火栓・防災マップの指導が毎
年実施されている。

○ 日中の夜間想定訓練ではなく、実際に夜間において
防災訓練を行うべく調整を図っている。

70

職員全員が救急救命講習を受け、定期的に再講習も
行っている。救急時や急変時の連絡マニュアルがあり
初期動作について迅速に連絡がいきわたる体制を整
えている。

○

そのリスクについての傷病等に関しても含め、迅速な
連絡により家族の余計な不安になることのないよう徹
底している。

72

その方々の力を発揮するには、生活していくうえで危
険箇所がたくさんあることを、家族全員に説明し予想
できるであろう事柄はすでに理解が得られており、そ
の暮らし方を 大限応援してくれている。

○
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グループホーム「わが家」

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○体調変化の早期発見と対応

　一人ひとりの体調の変化や異変の発見に努
め、気付いた際には速やかに情報を共有し、対
応に結び付けている

○服薬支援

　職員は、一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解しており、
服薬の支援と症状の変化の確認に努めている

○便秘の予防と対応

　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解し、
予防と対応のための飲食物の工夫や身体を動
かす働きかけ等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた支援を
している

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

73

普段の状態を把握しているので、些細な状態の変化
も見逃すことが少ない。管理者・看護師に速やかな連
絡をとり、指示を仰いだり、早期受診に繋げている。発
見からその後の経過に至るまで細かく記録され、全員
が情報を共有している。

○
症状が表れにくい方については、表情やしぐさ等から
読み取りながら、小さなサインを見逃さぬように注意し
ている。

薬の管理が出来る方は任せているが、きちんと内服で
きているかを確認している。

75

便秘の不快感からくる認知症の症状憎悪をスタッフ全
員が理解し、排便チェックを重要視している。薬による
コントロールが必要な方の様子は毎日状態を観察し
ている。

0 0

74

正確に服薬できるように支援をしている。また、内服
薬の変更についても全職員が把握しており、その変
化や効果の観察を続け副作用による弊害が起きてい
ないか注意をしている。

○

毎食後職員の支援により、全員の口腔ケアが実現さ
れている。チェックをとり、自分がまだ行っていないの
かも人目で分かる工夫をしている。

77

バランスの取れた食事になるよう、献立を立てる時に
皆で考えている。スタッフが残食料を把握し共有して
いる。箸・スプーンの使用はこちらの主観ではなくその
方の使いやすさを大事にしている。一日の中で飲水
する機会を多く持つよう心がけている。

○
母体法人の栄養士にメニューを見てもらうことがあっ
たが、もっと詳細がわかればよりよう栄養指導もできる
と聞き、専門的にチャックしてもらう体制づくりを検討中
である。

76

口腔ケアは毎食後行う習慣づけをし、良い状態を保
つことを心がけている。義歯についての洗浄・消毒も
実施され、個々にあった歯磨きの見守り・支援を行っ
ている。

○
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グループホーム「わが家」

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○感染症予防

　感染症に対する予防や対応の取り決めがあ
り、実行している（インフルエンザ、疥癬、肝炎、
ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

　食中毒の予防のために、生活の場としての台
所、調理用具等の衛生管理を行い、新鮮で安
全な食材の使用と管理に努めている

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

　利用者や家族、近隣の人等にとって親しみや
すく、安心して出入りができるように、玄関や建
物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）は、利用者にとって不快な音や
光がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中には、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるような
居場所の工夫をしている

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

入居者・職員にはインフルエンザ予防接種は必ず行っ
ている。 新情報に注意し、予防にも徹底している。

79

新鮮な食材を新鮮なうちに使い切り、保存や管理につ
いては徹底している。まな板やふきん、調理機器には
職員が毎日清潔・消毒を行い、衛生を保つよう努めて
いる。

0 0

78

衛生的に取り扱われるよう看護師からの指導を得て
おり徹底している。『菌をださない・持ち込まない』を周
知している。現在の保菌者について学習し予防・対策
に努めている。

○

0

81

昔からあるほぼ一般的な家庭の空間であり、特別な
施設のような堅苦しさは感じられない。夏になれば玄
関は網戸一枚、縁側から外が伺え、襖に障子、冬は
家族全員ででコタツで暖を取ると今まで暮らしてきた
すべてが揃っている。

○
居間ではＴＶの音がし、台所からはご飯を思い出せる
匂いや調理の音、近所の畑の耕運機が通り、家族に
かならずいたヤギの見える生活にと、かざらなくとも
高の家である。

80

玄関周りには、花が常にありどこの家とも遜色のない
作りになっている。施設という固いイメージはなく看板
がなければ外からは全くわからないほど周囲にマッチ
している。個人の表札を掲げ、近所の方にもとても愛
されている。

0

082

それぞれのくつろぎやすい場所がだいたい決まってお
り、それを侵す者がない。狭いなりきにその場で好き
なことをし、それぞれの過ごし方がある。イス・床と身
体の状態に合わせてその時に居たいと思う場所がそ
れぞれにある。

0
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グループホーム「わが家」

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき

たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのものを
活かして、本人が居心地よく過ごせるような工
夫をしている

○換気・空調の配慮

　気になるにおいや空気のよどみがないよう換
気に努め、温度調節は、外気温と大きな差がな
いよう配慮し、利用者の状況に応じてこまめに
行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れる
ように工夫している

○わかる力を活かした環境づくり

　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱や失
敗を防ぎ、自立して暮らせるように工夫している

○建物の外周りや空間の活用

　建物の外周りやべランダを利用者が楽しんだ
り、活動できるように活かしている

　（   　 　  　部分は外部評価との共通評価項目です　）

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

83

持ち込む物に特別なことがなければ制限はしていな
い。一人ひとりの個性や事情もあり様々である。全室
和室でベットは備え付けていない。良い意味での死角
もあり個人の 高の『わが家』となれるような環境を
作っていきたい。

○
馴染みの物がなくても、その方が安らげる空間になれ
るように支援を続けていきたい。逆に物がとても多い
方にはその歴史をヒントに居心地よく今後も過ごして
いけるよう支援を続けていきたい。

トイレには換気扇・人感知ヒーターが設置され、臭いの
不快や寒さ対策をしている。

85

必要な箇所に手すりがある程度。普通の住宅をその
まま使用することにより、生活の場としての機能をあ
えて残している。バリアを負のイメージとしてとらえず
スタッフの配慮によって毎日の生活が実現している。

○ すべてに危険が伴うというスタッフの共通認識によっ
て見守る体制が出来ている。

84

毎日の清掃時には窓を開放し換気が行われている。
特別な空調設備等はない。温度・湿度計を設置し、暖
めすぎや空気の乾燥に注意しており、濡れタオル干し
や除湿機を使用もしている。

○

0

87
裏庭には畑で作物を育て、庭では花を植え、自由にで
きる環境がある。 0 0

86

少しのヒントで可能になる部分は視覚的なヒントを掲
示したり、どこでいちばん失敗が多いのかを観察し、
本人の混乱を招かないような環境整備に努めてい
る。

0
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グループホーム「わが家」

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Ⅴ．サービスの成果に関する項目

項　　目

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる

取　り　組　み　の　成　果
（該当する箇所に○をつけること）

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る

91
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている

95
職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている

96
通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている

④ほとんどない
③たまにある
②数日に１回程度ある
①毎日ある
④ほとんど掴んでいない
③利用者の１/３くらいの
②利用者の２/３くらいの
①ほぼ全ての利用者の

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての家族と
②家族の２/３くらいと
③家族の１/３くらいと
④ほとんどできていない
①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度
③たまに
④ほとんどない
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グループホーム「わが家」

○

○

○

○

項　　目
取　り　組　み　の　成　果

（該当する箇所に○をつけること）

0

97
運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりが拡がったり深まり、事
業所の理解者や応援者が増えている

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う

98 職員は、活き活きと働けている

99
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

①ほぼ全ての職員が
②職員の２/３くらいが
③職員の１/３くらいが

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くいない

④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが

④ほとんどできていない

④ほとんどいない
①ほぼ全ての家族等が
②家族等の２/３くらいが
③家族等の１/３くらいが
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